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    フォースプレート内蔵型トレッドミルを用いた運動評価技術 

歩行、走行時における床反力、重心等の運動計測 
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概  要 

 

ベルトの速度を調節し、歩行から走行まで運動負荷を段階的に変化させ、負

荷に応じた身体機能を測定すると同時に、ベルト下部に内蔵された荷重センサ

により運動中の足裏にかかる床反力等を計測することができる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

フォースプレートを内蔵したトレッドミルは、公設試として当所が初めて導

入し、現在でも国内では導入例が少ない装置である。また、当所はこの他にも

人間工学に関連する多様な設備（生活環境シミュレーター、動作解析装置、筋

電計など）を備えており、これらを同時に使用することで、幅広い試験対応、

技術指導、開発支援が可能である。 

本技術の 

有用性 

限られたスペースでも屋外のように歩行・走行中の床反力等を連続的に測定

することができる。また、負荷制御モードを用いることにより、車いす操作時

のトルク測定や、通常の歩行・走行に近い運動の模擬も可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

トレッドミル外観    歩行時の床反力測定の様子 

適用可能製品 
 シューズ、インソール、スポーツウェア、車いす 
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